別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：特定疾患対策費
	事業名:難病セミナー開催費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　健康福祉部　保健医療課　母子・特定疾患担当　電話番号：058-272-1111（内２５４７）

　　　　　　　　　　　                          E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：303千円（前年度予算額：303千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　特定疾患・小児慢性特定疾患患者及びその家族を対象に、各保健所が管内に多い疾患患者等、対象者のニーズを把握し、下記の内容のセミナーを開催するための必要経費。

　・栄養指導と実践。

　・生活指導と実習。

　・心理学習と家族等の接し方の学習。

　・学校関係者との調整や指導、難病生活に対する理解。

　・地域や社会生活の援助と、各関係者との関わり方の理解と調整

　・その他難病治療上必要な知識等の習得　　　など
	２　所要経費


　難病セミナー開催費　　303千円　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　　３　障がいのある人が個性を発揮して暮らせる地域をつくる。

　　　Ⅳ　障がい者の地域生活支援
	２　これまでの取組状況


　難病セミナーは平成８年度より在宅療養児家族セミナーとして開始し、平成１３年度から対象を小児慢性特定疾患の患者及びその家族へ拡大して実施していたが、平成２１年度末に事業を廃止し、難病セミナーの目的である「患者及びその家族同士の交流」を、難病団体連絡協議会の委託事業である「難病医療相談会事業」の中で取り入れたが、医療相談会は個別相談のため、患者同士の交流の時間を確保することが難しく、十分な交流を図ることができなかった。そのため、患者団体等より、難病セミナー開催の強い要望もあり、平成２３年度より再度実施している。
　○平成２１年度実績：県下７保健所において１２回開催

	３　これまでの取組に対する評価


　難病セミナーを通じて、医師や理学療法士等から、治療や療養についての情報提供が行われることで、患者及びその家族の心理的負担を大幅に低減することができる。
　また、患者同士の交流の場とし情報交換を行うことで、長期にわたる療養生活でのQuality Of Life(QOL)の向上に役立つ。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	303
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	303

	要求額
	303
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	303

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


